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どうしてラ抜きへ進んでいるのか	
一段動詞・母音動詞	 
Vowel	 Verb・RU-Verb	 
見る	 

五段動詞・子音動詞	 
Consonant	 Verb・U-Verb	 
走る	 

語幹	 mi-	 hashir-	 

否定形	 mi-nai	 hashir-anai	 

連用形	 mi-mas-u	 hashir-imas-u	 

終止形	 mi-ru	 hashir-u	 

仮定形	 mi-reba	 hashir-eba	 

命令形	 mi-ro	 hashir-e	 

意志形（未然形）	 mi-yoo 	 	 hashir-oo	 

使役形	 mi-sase-ru	 hashir-ase-ru	 

受身形	 mi-rare-ru	 hashir-are-ru	 

可能形（肯定）	 mi-rare-ru　保守的可能形	 
mi-re-ru　革新的可能形・
類推変化（ラ抜き）	 

	 
hashir-e-ru	 

　　　（否定）	 mi-rare-nai　保守的可能形	 

mi-re-nai	 
革新的可能形・類推変化
（ラ抜き）	 

hashir-e-nai	 
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異分析 
誤解に基づいて本来の語源や語の
構成とは異なる解釈を行なうこと。	

プロトタイプ理論から考えてみたら？ 
（ラ行五段動詞がプロトタイプ） 



新語動詞の特徴 
『小林さんの早すぎる死』（姜尚中（강상중　カン サンジュン ） 
2010: Asahi Shimbun Weekly AERA (2010.2.8) No. 5, p. 38） 
 
小林投手に親近感を抱くのは体格の部分だけではありません。
かの有名な江川問題が起きたころ、「エガワる」という言葉があ
ったのを覚えていますか。すぐに開き直っておいしいところを持
っていくという意味だったと思います。小林投手は江川卓投手と
トレードで阪神に移籍するときも、人前では不平不満を口にしま
せんでした。 
ちょうど「エガワる」が流行語だったころ、わたしはドイツに留学
で発つ直前でした。30歳を目前にしても将来設計が一向に見え
ない中で、エガワる気分になれませんでした。…… 



新語動詞の特徴	

• ググる 
• グーグル検索する 

• バミる 
• 場を見る 

• ファミる・ガスる 
• レストランで外食する（ファミリー・レストランから／「ガスト」

というレスランの名前から） 
• フィギる 

• 話がすべる（フィギュアスケートから） 

若者言葉や流行語などの造語
の大半は、辞書形が「る」となる

五段活用の動詞	

しかも、最近の新語ばかりではない！ 
Nる 
のろける　『海軍隠語集』 
『ことばバラエティーみんなでニホンGO』　
2009年10月9日 



新語動詞の特徴	

• タモる 
• サングラスをかける（お笑いタレントのタモリがサングラス

をかけているから） 
• パショる 

• 燃える（パッション【情熱】から） 
• メガる 

• 太る 
• ヨガる 

• ヨガをする 
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1.  日刊スポーツ『ヨガれ』 
•  「ヨガるの楽しすぎます」「ヨガり続けます」 
•  「ヨガれ」などと活用することから五段動詞であることは明らか。 
•  「山内智恵ちゃんとインドから『ヨガれ』のために降臨した謎の

男がおもしろおかしく…。レッツ！ヨガれ！」 
（2010年8月18日） 

 
2.  「善がる・良がる・ 好がる」→「善いと思う。満足に思う。うれしく思う。

得意になる。 好ましがる」などといった意味で、歴史的には使用さ
れてきた。 
•  坪内逍遥（1859 - 1935年）の『当世書生気質』には「質を八に

置き、苦に渋を重ね、以てよがりたがるしれもの（痴れ者）もあ
りけり」 という表現が認められる。 

•  こうした用法は、「自分の考えや言動を絶対的なものと思い込
み、他者の言うことをいっさい受け入れない」態度、つまり独善
的なことを「ひとりよがり（独り善がり）」という表現にも残ってい
る 

•  ここでも意味が拡張・敷衍していることが歴然としている。 
 

3.  さらに「満足に思うこと」「うれしがること」は「快感」に通じるので 、
快感を嬌声や表情にあらわすことを「よがる」と言う。 

 



方言	

•  「助かる・便利である」という意味の「幸せる」という動詞が
山口県では存在する。 
•  「〜していただけると助かります」と言うところを、山口県では「〜していただ

けると幸せます」と普通に言ったり、書いたりする（『カミングアウトバラエティ!!
 秘密のケンミンSHOW』日本テレビ系列放送：2010年5月7日） 

•  防府商工会議所（山口県）はこのたび、新ブランド「幸せます」を立ち上げた
。これは、同地の方言で「幸いです、うれしく思います、助かります、ありが
たい です、便利です」などの意味を持つ「幸せます」という言葉のイメージ
を活用して、地元企業の商品をアピールしていこうというもの。（日本商工
会議所　2011年4月27日） 

•  「幸せ」という名詞に「る」がついて、動詞化していると推測
される。 

• このことは辞書形が「る」で終わる動詞の存在が顕著であ
ることを示唆しているのではないか。 



日本語動詞のプロトタイプ	

•  「起き・る」「見・る」「寝・る」など一段活用の動詞（母音動詞）
の辞書形は「る」で終わる。 

• 五段活用の動詞（子音動詞）でも「走る（hashir・u）」「帰る
（kaer-u）」「取る（tor・u）」「入る（hair-u）」など基本系語幹
の末尾に現れる子音が“r”で終わるラ行五段動詞がある。 

• 辞書形が「る」で終わる動詞の存在が顕著。  
•  「待ちます」とか「持ちます」など五段活用の動詞（日本語文法では子

音動詞）を辞書形にしなさいという指示に対して、「待ち・る」「持ち・る」
とする日本語学習者が必ずと言っていいほど出てくる。 

•  しかし、これは外国語学習者に限ったことではない。外国語学習者の
日本語でも若者言葉でも、単純化という方向性では一致している。 

•  「選挙る」「コピペる」「マクる・マクドる」（マクドナルドに行くこと）など、
若者言葉や流行語などの造語の大半は、辞書形が「る」となる五段活
用の動詞。 	

ラ行五段動詞をベースとした類推的拡張	

どのような話者にとっても
ラ行五段動詞がプロトタ
イプになっている、つまり、
日本語の動詞らしい動詞。  	



日本語動詞のプロトタイプ	

• ラ抜き再考 
• 類推変化 
• ここまで「ラ抜き」は日本語の乱れというよりは論理的な 
変化であると説明してきた。 
•  一段動詞と五段動詞の受身形、使役形での規則的な相違から、 

一段動詞の可能形が「ラ抜き」であるほうが論理的で、整合性がある 
（類推変化）という説明。  

•  しかし、若者や日本語学習者が、頭の中でこうした対比分析を即座に
行なっているとは考えがたい。  

•  「ラ抜き」をラ行五段動詞（「走る」「帰る」「取る」「入る」のように語幹
が“r”で終わる子音動詞が日本語における動詞のプロトタイプとなっ
ていることからの類推的拡張・単純化だと捉えれば、「ラ抜き」現象の
説明はずっとシンプルなものになる。  


